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編集後記

　今回のあぐろグラムでは、農産物直売所「はなやか一宮

店」を紹介いたします。「はなやか一宮店」はICから車で５分

の位置にありとても交通の便が良い立地です。店内に入る

と、明るく優しい従業員が出迎えてくれます。

　「はなやか一宮店」は選果場が近くにあるため、産地直送

で新鮮なモモが手に入り、県内外から買い求めに来られま

す。早生品種から晩生品種まで１０種類以上のモモが、移り

変わりながら店頭に並びます。そのほかにも地区の生産者が丹精込めて育てた野菜や花、加工品なども多数

取り揃えてあります。この機会にぜひ皆さまも「はなやか一宮店」にお立ち寄りください。

編集担当　辻内　咲絢

産地直送で
モモが購入できる

●A
牛ひき肉 …………………………150g
たまねぎ（みじん切り） …………… 80g
卵 ……………………………………1コ
酒 ……………………………大さじ1/2
かたくり粉……………………大さじ1/2
しょうゆ ……………………小さじ1/2
塩 ……………………………小さじ1/4
こしょう ………………………… 少々

ズッキーニ………………………………1本
ナス………………………………………1本
オリーブ油 …………………………小さじ2
●B
水 ……………………………… 100ml
トマトの水煮（缶詰・トマトはつぶす）　　　
　　　 ……………………………1/2缶
赤とうがらし（半分にちぎり種を除く）　　　
　　　　 ………………………… 1～2本

牛乳 ……………………………… 180ml
塩 ………………………………小さじ1/2
こしょう……………………………… 少々

●ポーチドエッグ
卵 ……………………………………2コ
酢 ………………………………… 適宜

パセリ（みじん切り） ………………… 適量

材料（2人分）

作り方

①ボウルにAを入れてよく混ぜ、10等分して丸める。

②ズッキーニとナスは7～8mm厚さの半月形に切る。

③フライパンにオリーブ油小さじ1を熱し、②を入れて塩、こしょうし、軽く炒め
たら取り出す。

④同じフライパンにオリーブ油小さじ1を足し、①を入れて転がしながら表面に
焼き色がつくまで焼く。Bを加えて2～3分間煮る。

⑤③を戻し入れ、牛乳を加えて煮立てないようにして温め、塩、こしょう（分量
外）で味を調える。

⑥ポーチドエッグを作る。鍋にたっぷりの湯を沸かして酢を入れ（湯1ℓに酢大
さじ1が目安）、卵を割り入れる。ゆるやかに沸騰している状態の火加減でア
クをすくいながら3～4分間ゆで、冷水にとって形を整える。

⑦器に盛り、パセリをふって⑥を添える。 出典 ●Jミルクウェブサイト「ミルクレシピ」
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JA岡山は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。



Ｊ
Ａ
岡
山
中
期
計
画
の
取
り
組
み

【
令
和
５
年
度 

実
践
概
況
報
告
】

　
当
Ｊ
Ａ
は
、
令
和
４
年
度
の
通
常
総
代
会
で
設
定
し
た
「
Ｊ
Ａ
岡
山
中
期
計
画
」
に
基
づ
き
、
同
年
度
か
ら
令
和
６
年

度
ま
で
の
３
カ
年
に
お
い
て
、
そ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
中
期
計
画
で
は
、
第
35
回
岡
山
県
Ｊ
Ａ
大
会
で
決
議
さ
れ
た
「
不
断
の
自
己
改
革
の
実
践
」
に
基
づ
き
、
７
つ
の
重
点

取
り
組
み
事
項
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
結
果
に
つ
い
て
は
、
年
度
ご
と
の
進
捗
管
理
や
実
践
状
況
を
検
証

し
、
広
報
誌
等
を
通
じ
て
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
へ
情
報
発
信
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
３
カ
年

計
画
の
第
２
年
度
（
令
和
５
年
度
）
の
実
践
概
況
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
米
の
安
定
多
収
・
省
力
化
生
産
技
術

の
確
立
と
普
及
・
拡
大
お
よ
び
高
温

耐
性
品
種
の
調
査
・
研
究

〇
米
の
安
定
多
収
生
産
に
向
け
て
、
管

内
１
８
１
㌶
の
ほ
場
に
お
い
て
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
水
稲
の
葉
色
診
断
を
実
施

し
ま
し
た
。

・
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
践
に
向
け
て
、

普
及
拡
大
が
進
む
人
工
衛
星
に
よ
る

画
像
解
析
技
術
を
活
用
し
た
「
栽
培

管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
」（
30
名
：
３
０

０
㌶
）
の
導
入
に
向
け
営
農
セ
ン
タ
ー

職
員
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。（
参
加
者
23
名
）

〇
環
境
保
全
対
策
と
し
て
、
被
覆
コ
ー

ト
肥
料
の
被
膜
殻
流
出
の
課
題
解
決

に
向
け
て
ノ
ン
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
一
発

肥
料
な
ら
び
に
被
覆
コ
ー
ト
低
減
一

発
肥
料
の
実
証
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

ノ
ン
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
肥
料
に
つ
い
て

は
、
成
分
溶
出
な
ど
に
課
題
が
残
り

ま
し
た
。

　
　
効
果
試
験
で
は
、
被
覆
コ
ー
ト
低

減
一
発
肥
料
は
、
コ
ス
ト
面
で
課
題

が
残
る
も
の
の
、
平
均
収
量
（
５
４

０
㌕
／
10
㌃
）
を
上
回
り
ま
し
た
。

〇
高
温
耐
性
品
種
と
し
て
、「
つ
や
き
ら

り
」
の
適
応
性
・
有
効
性
を
判
断
す

る
た
め
、
生
育
・
収
量
・
食
味
の
検

証
を
行
い
ま
し
た
。

・
生
育
に
つ
い
て
、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
に

比
べ
て
、
出
穂
期
（
２
〜
６
日
程
度
）・

成
熟
期
（
２
〜
７
日
程
度
）
と
も
に
早

い
傾
向
で
し
た
。

・
収
量
に
つ
い
て
、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」：
４

６
５
・
６
㌕
／
10
㌃
に
対
し
て
「
つ
や

き
ら
り
」：
５
６
3
・
6
㌕
／
10
㌃
と

な
り
、
10
㌃
当
た
り
98
㌕
（
２１
％
増
）

の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

・
品
質
に
つ
い
て
、
対
照
区
の
「
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
」
は
、
高
温
の
影
響
を
受
け
て
の

白
未
熟
粒
に
よ
る
品
位
の
低
下
が
み

ら
れ
ま
し
た
が
、「
つ
や
き
ら
り
」
に

つ
い
て
は
影
響
が
少
な
く
、
１
等
比

率
が
高
い
結
果
（
93
・
９
％
）
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

・
食
味
に
つ
い
て
、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」「
ア

ケ
ボ
ノ
」「
に
こ
ま
る
」
の
官
能
試
験

（
外
観
・
香
り
・
味
・
粘
り
・
硬
さ
）

を
実
施
し
、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
と
同
等

の
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

②
麦
類
の
高
品
質
生
産
対
策

・
大
麦
の
粗
タ
ン
パ
ク
含
量
が
低
い
生

産
者
に
対
し
て
、
施
肥
指
導
を
行
い

ま
し
た
。

・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
岡
山
に
お
い
て
、

小
麦
の
粗
タ
ン
パ
ク
含
量
が
８
・
５
％

以
下
の
生
産
者
に
対
し
て
個
別
指
導

を
行
う
目
的
で
、「
実
肥
実
施
報
告

書
」
の
提
出
に
よ
り
、
粗
タ
ン
パ
ク
含

量
の
向
上
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

・
令
和
６
年
産
の
「
せ
と
き
ら
ら
」
に
つ

い
て
は
、
生
産
者
５
名
が
面
積
20
・

５
㌶
（
前
年
対
比
１
７
０
％
）
で
栽
培

し
、
収
量
は
約
92
㌧
の
見
込
で
、
取

扱
業
者
２
社
を
通
じ
て
、「
お
か
や
ま

コ
ー
プ
」
の
パ
ン
用
小
麦
と
し
て
の
需

要
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

③
園
芸
品
目
の
生
産
拡
大
と
産
地
の
活

性
化

〇
営
農
振
興
支
援
事
業
を
広
報
誌
に
掲

載
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
営
農
セ
ン

タ
ー
職
員
に
よ
る
声
掛
け
等
に
よ
り

組
合
員
に
周
知
を
図
り
ま
し
た
。

【
新
規
作
付
拡
大
面
積
】

・
営
農
振
興
支
援
事
業
生
産
拡
大
実
績

（
３
月
末
現
在
）

〈
野
菜
〉

　
　
重
点
品
目 

（
キ
ャ
ベ
ツ
・
タ
マ
ネ
ギ
・

夏
秋
な
す
・
白
菜
）　
７
・
９
㌶

　
　
そ
の
他
（
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
カ
ボ

チ
ャ
・
ト
マ
ト
・
ス
イ
カ
・
イ
チ
ゴ
等
）

２
・
４
㌶

〈
果
樹
〉

・
各
産
地
で
開
催
の
栽
培
講
習
会
に
お

い
て
振
興
品
種
へ
の
新
・
改
植
の
推

進
を
図
り
ま
し
た
。

　
　
モ
モ
（
清
水
白
桃
、
お
か
や
ま
夢

白
桃
、白
皇
Ⓡ
）の
新
・
改
植
面
積
４
・

３
㌶
（
う
ち
新
植
面
積
２
・
９
㌶
）

　
　
ブ
ド
ウ
（
ピ
オ
ー
ネ
、
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
、
オ
ー
ロ
ラ
ブ
ラ
ッ
ク
、
紫

苑
）
の
新
・
改
植
面
積
７
・
９
㌶
（
う

ち
新
植
面
積
１
・
３
㌶
）

〈
花
卉
〉

・
現
地
見
学
会
の
開
催
等
に
よ
り
新
規

栽
培
者
４
名
（
施
設
２
名
・
露
地
２

名
）
を
確
保
し
、
16
・
3
㌃
の
面
積

拡
大
（
ブ
プ
レ
ウ
ラ
ム
・
葉
ボ
タ
ン
・

キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
）
を
図
り
ま
し
た
。

〇
新
規
就
農
者
の
確
保
に
向
け
て
関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
定
例
会
議
・

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
面
接
会
・

新
規
就
農
相
談
会
等
へ
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
た
。（
計
25
回
）

・
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
各
種
事
業
に

取
り
組
み
、
新
規
就
農
者
数
は
40
名

（
岡
山
市
32
名
、
瀬
戸
内
市
３
名
、

吉
備
中
央
町
５
名
）
と
な
り
ま
し
た
。

・
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
お
い
て
９

組
・
10
名
の
実
務
研
修
生
を
確
保
し

ま
し
た
。

・
も
も
農
業
塾
（
塾
生
：
10
名
）、
ぶ
ど

う
農
業
塾（
塾
生
：
15
名
）を
実
施
し
、

受
講
終
了
後
、
生
産
部
会
、
直
売
所

会
員
へ
の
加
入
推
進
を
行
い
ま
し
た
。

④
和
牛
繁
殖
経
営
の
安
定

・
関
係
機
関
と
連
携
し
、「
お
か
や
ま
四

ツ
☆
子
牛
育
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
活
用

し
た
飼
養
管
理
技
術
指
導
、
県
の
基

幹
種
雄
牛
を
活
用
し
た
交
配
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
年
間
出
荷
頭
数
２
２

３
頭
の
う
ち
、
32
頭
の
「
お
か
や
ま

四
ツ
☆
子
牛
」
を
市
場
へ
出
荷
し
ま
し

た
。（
出
荷
率
14
％
）

⑤
大
規
模
農
家
の
法
人
化
支
援
と
集
落

営
農
組
織
の
運
営
支
援

・
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
担
い
手
経
営
体
等
に
出
向
き
経

営
管
理
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

（
支
援
件
数
：
58
経
営
体
）

・
営
農
セ
ン
タ
ー
の
税
務
担
当
者
向
け
に

農
家
の
経
営
サ
ポ
ー
ト
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。（
計
４
回
：
延
べ
13
名
参
加
）

農
畜
産
物
販
売
高
１
０
３
億
円
の
確
保

〈
農
産
〉

・
Ｊ
Ａ
岡
山
米
の
安
定
取
引
と
米
価
ア
ッ

プ
を
目
指
し
て
情
報
収
集
を
行
う
と

と
も
に
実
需
者
と
の
結
び
付
き
を
強

化
す
る
た
め
の
商
談
を
行
い
ま
し
た
。

（
計
24
回
）

・
令
和
５
年
産
う
る
ち
玄
米
集
荷
実
績

は
、
２
０
２
，
５
１
３
・
５
俵
（
前
年

対
比
95
％
）
と
な
り
、
消
費
者
直
接

販
売
の
取
引
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し

た
。（
令
和
５
年
産
米
：
３
，
８
０
０
・

５
俵
　
前
年
対
比
１
０
３
％
）

・
Ｊ
Ａ
岡
山
米
の
消
費
拡
大
に
向
け
て
、

食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
特
Ａ
取
得
の
「
き
ぬ

む
す
め
」、「
に
こ
ま
る
」
や
Ｊ
Ａ
岡
山

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の

「
晴
々
ロ
マ
ン
」、「
温
羅
の
舞
」
に
つ

い
て
、
農
産
物
直
売
所
で
の
販
促
資

材
等
を
使
用
し
た
消
費
宣
伝
Ｐ
Ｒ
販

売
を
行
い
ま
し
た
。

・
農
産
物
直
売
所
は
な
や
か
中
央
店
等

に
お
い
て
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
高
い
今
摺

り
米
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。（「
き

む
ぬ
す
め
」、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」、「
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
」
等
）

〈
園
芸
〉

・
主
要
品
目
（
ブ
ド
ウ
・
ナ
シ
・
イ
チ

ゴ
等
の
果
実
類
、
施
設
な
す
・
レ
タ

ス
等
野
菜
類
）
に
つ
い
て
、
需
要
期
に

合
わ
せ
た
安
定
出
荷
販
売
を
行
う
た

め
、
重
点
取
引
市
場
8
社
（
関
東
市

場
3
社
・
関
西
市
場
3
社
・
地
元
市

場
2
社
）
を
設
定
し
、
市
場
と
の
連

携
に
よ
る
安
定
取
引
と
市
場
集
約
に

よ
る
有
利
販
売
に
努
め
ま
し
た
。

　【
重
点
8
社
出
荷
販
売
実
績
】

　
野
菜
：
5
，
7
3
1
㌧
（
出
荷
割
合
：

41
・
7
％
）
1
，
3
4
6
百
万
円
（
販

売
割
合
：
58
・
1
％
）

　
果
実
：
8
6
8
㌧
（
出
荷
割
合
：

59
・
7
％
）
1
，
3
0
5
百
万
円
（
販

売
割
合
：
69
・
6
％
）

・
需
要
期
に
合
わ
せ
て
重
点
市
場
へ
冷

蔵
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
計
画
出
荷

を
行
い
ま
し
た
。（
市
場
出
荷
計
：
３
・

37
㌧
（
前
年
対
比
１
４
０
％
））

・
販
売
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
毎
月
２

回
の
産
地
情
報
な
ら
び
に
市
場
情
勢

を
産
地
、
全
農
事
務
所
、
市
場
、
営

農
セ
ン
タ
ー
園
芸
担
当
者
か
ら
取
り

ま
と
め
、
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
で

有
利
販
売
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

・
園
芸
販
売
担
当
者
会
議
を
開
催
し
、

本
所
と
営
農
セ
ン
タ
ー
と
の
販
売
情

勢
等
の
情
報
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

（
野
菜
７
回
・
果
実
２
回
）

・
施
設
な
す
（
備
南
）
の
期
間
相
対
取

引
に
よ
る
値
決
め
販
売
を
行
い
、
有

利
販
売
に
つ
な
げ
ま
し
た
。（
出
荷
量

５
８
７
㌧
・
全
体
の
34
%
）

・
県
、全
農
と
連
携
し
、イ
チ
ゴ「
晴
苺
」

の
首
都
圏
へ
の
出
荷
量
を
増
や
し
、

販
売
促
進
に
よ
り
Ｊ
Ａ
岡
山
○岡
ブ
ラ

ン
ド
の
認
知
度
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

・
業
務
用
一
次
加
工
品
の
「
清
水
白
桃

シ
ラ
ッ
プ
漬
け
」「
み
か
ん
果
汁
」「
レ

モ
ン
果
汁
」
に
つ
い
て
、
外
部
委
託

製
造
を
行
い
、
県
内
菓
子
メ
ー
カ
ー
、

酒
造
メ
ー
カ
ー
へ
の
販
売
を
計
画
的

に
行
い
ま
し
た
。（
清
水
白
桃
シ
ラ
ッ

プ
漬
け
：
7
・
3
㌧
、
み
か
ん
果
汁
：

3
・
3
㌧
、
レ
モ
ン
果
汁
：
0
・
4
㌧
）

・
新
商
品
「
飲
む
レ
モ
ン
ジ
ュ
レ
」
の
製

造
に
向
け
て
、
加
工
用
原
料
の
安
定

供
給
を
行
い
ま
し
た
。（
レ
モ
ン
果
汁
：

１
５
６
㌕
）

〈
直
売
所
〉

・
広
報
誌
「
ぱ
れ
っ
と
」へ
の
掲
載
等
に
よ

り
、直
売
所
の
出
荷
会
員
な
ら
び
に
委

託
輸
送
会
員
の
募
集
を
行
い
、新
規
出

荷
会
員
で
67
名
増
、委
託
輸
送
会
員
で

18
名
増
と
な
り
ま
し
た
。

・
直
売
所
会
員
向
け
に
イ
ベ
ン
ト
開
催

情
報
や
青
果
物
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン

グ
等
販
売
に
関
わ
る
情
報
を
、
メ
ー

ル
配
信
と
精
算
書
へ
紙
面
を
同
封
す

る
こ
と
で
、
店
舗
の
品
揃
え
の
充
実

に
つ
な
げ
ま
し
た
。

・
広
告
配
信
ア
プ
リ
「
Ｓ
ｈ
ｕ
ｆ
ｏ
ｏ
！

（
シ
ュ
フ
ー
！
）」
を
活
用
し
、
産
直
ま

つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
告
知
な
ど
幅

広
い
年
齢
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行

い
、
集
客
力
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

・
地
産
地
消
に
よ
る
「
地
域
と
の
ふ
れ

あ
い
」、「
地
域
の
活
性
化
」
を
図
る

た
め
Ｊ
Ａ
岡
山
農
産
物
直
売
所
「
産

直
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

・
魅
力
あ
る
直
売
所
の
店
舗
づ
く
り
を

行
う
た
め
、
県
外
Ｊ
Ａ
直
売
所
と
の

店
舗
間
交
流
に
よ
り
柑
橘
類
等
の
特

産
物
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
体
制
の
充
実

・
毎
月
Ｔ
Ａ
Ｃ
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
開
催

し
、
本
所
と
営
農
セ
ン
タ
ー
と
の
営

農
指
導
に
か
か
る
情
報
共
有
と
連
携

を
図
り
ま
し
た
。

・
同
会
議
内
で
訪
問
活
動
内
容
、
担
い

手
情
報
、
各
種
試
験
の
取
り
組
み
結

果
、
課
題
実
践
の
進
捗
状
況
等
の
報

告
を
行
い
、
情
報
共
有
を
図
り
ま
し

た
。（
訪
問
件
数
1
1
，
2
7
3
件 

・

前
年
対
比
1
0
3
％
）

・
全
農
と
連
携
し
、
肥
料
・
農
薬
メ
ー

カ
ー
と
の
同
行
訪
問
（
商
品
紹
介
）
を

行
い
、
担
い
手
農
家
等
へ
の
訪
問
強

化
を
図
り
ま
し
た
。（
3
2
3
件
・

前
年
対
比
1
2
2
％
）

・
Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
の
取
り
組
み
実
践
課

題
（
全
11
課
題
）
の
実
績
報
告
会
を

開
催
し
、
各
営
農
セ
ン
タ
ー
の
課
題

実
践
に
対
す
る
取
り
組
み
内
容
に
つ

い
て
情
報
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

・
営
農
指
導
の
強
化
の
た
め
、
本
所
指

導
課
職
員
（
３
名
）
に
よ
る
営
農
セ
ン

タ
ー
の
新
任
Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
な
ら
び

に
園
芸
担
当
者
と
の
同
行
訪
問
に
よ

り
実
践
的
な
指
導
技
術
の
習
得
に
努

め
ま
し
た
。

・
営
農
セ
ン
タ
ー
の
新
任
職
員
向
け
に

営
農
基
礎
知
識
の
研
修
を
行
い
ま
し

た
。（
計
６
回
：
延
べ
47
名
参
加
）

農
業
体
験
学
習
・
親
子
料
理
教
室
の
開
催

・
食
農
教
育
イ
ベ
ン
ト
「
家
族
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
！
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催
し
ま

し
た
。（
24
名
参
加
：
調
理
体
験
、

野
菜
栽
培
体
験
、
食
農
ク
イ
ズ
等
）

・
女
性
部
と
の
連
携
に
よ
る
「
ち
ゃ
ぐ
り

ん
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
14
会
場
：
５
３
９
名
参
加
：
工
作
、

野
菜
栽
培
、
料
理
等
）

①
組
合
員
健
康
診
断
の
実
施

・
巡
回
人
間
ド
ッ
ク
や
動
脈
硬
化
症
健

診
を
中
心
と
し
た
組
合
員
健
康
診

断
の
実
施
に
当
た
り
、
支
所
等
で
ポ

ス
タ
ー
掲
示
に
よ
っ
て
受
診
者
を
募

り
、
各
地
区
に
お
い
て
健
診
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
組
合
員
の
疾
病
の
早

期
発
見
等
の
健
康
増
進
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。（
29
ヵ
所
：
９
１

８
名
受
診
）

②
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
サ
ロ
ン
・「
み

ん
な
の
お
家
」
の
開
催

・「
Ｊ
Ａ
岡
山
助
け
合
い
の
会
か
が
や
き
」

と
の
連
携
に
よ
り
各
地
域
で
ミ
ニ
デ

イ
・
サ
ロ
ン
等
を
開
催
し
、「
Ｊ
Ａ
健

康
寿
命
１
０
０
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

実
践
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
と
交
流
の
場
を
提
供
す
る
こ

と
で
高
齢
者
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

（
ミ
ニ
デ
イ
：
８
回
　
利
用
者
１
３
０

名
（
協
力
会
員
26
名
）、
サ
ロ
ン
：
92

回
　
利
用
者
：
１
，
１
１
６
名
（
協

力
会
員
２
６
５
名
）、み
ん
な
の
お
家
：

43
回
　
利
用
者
：
４
７
９
名
（
協
力

会
員
１
６
９
名
））

地
域
独
自
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
支
所
ふ

れ
あ
い
旅
行
の
実
施

・
地
域
独
自
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
次
年

度
に
向
け
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
女
性
部
と
の
連
携
に
よ
る
「
ち
ゃ

ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
」
の
開
催
や
支
所
・

営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
の
発
行
な
ど
、

年
間
を
通
じ
て
く
ら
し
の
活
動
の
実

践
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

・
旅
行
需
要
の
回
復
を
受
け
、
年
金
友

の
会
親
睦
旅
行
や
女
性
部
活
動
な
ど

を
中
心
に
企
画
旅
行
を
実
施
し
ま
し

た
。（
34
支
所
：
61
件
）

①
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
活
動
紹

介
や
加
入
促
進

・
地
域
内
交
流
会
を
通
じ
て
、
伝
統
食

の
継
承
と
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て
情

報
を
共
有
し
、
女
性
部
内
の
交
流
を

図
る
こ
と
で
、
女
性
部
の
活
性
化
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
女
性
部
20
支

部
：
２
，
２
４
４
名
（
う
ち
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
５
支
部
：
57
名
）

②
広
報
誌
「
ぱ
れ
っ
と
」
お
よ
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の

活
動
の
紹
介

・
毎
月
編
集
検
討
会
議
を
実
施
し
、
誌

面
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

・「
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
」
に
出
演
い

た
だ
い
た
生
産
者
や
農
産
物
を
使
用

し
た
料
理
の
レ
シ
ピ
動
画
、
女
性
部

支
部
活
動
の
様
子
等
を
91
件
投
稿
し

ま
し
た
。

③
女
性
参
画
に
対
す
る
理
解
促
進
活
動

の
実
施

・「
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い 

in 

岡
山
」

を
開
催
し
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
意
識
の
醸
成
と
定

着
を
図
り
ま
し
た
。

１.

農
畜
産
物
の
生
産
振
興

２
．販
売
戦
略
の
強
化
と

販
売
体
制
づ
く
り

今月の特集
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①
米
の
安
定
多
収
・
省
力
化
生
産
技
術

の
確
立
と
普
及
・
拡
大
お
よ
び
高
温

耐
性
品
種
の
調
査
・
研
究

〇
米
の
安
定
多
収
生
産
に
向
け
て
、
管

内
１
８
１
㌶
の
ほ
場
に
お
い
て
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
水
稲
の
葉
色
診
断
を
実
施

し
ま
し
た
。

・
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
践
に
向
け
て
、

普
及
拡
大
が
進
む
人
工
衛
星
に
よ
る

画
像
解
析
技
術
を
活
用
し
た
「
栽
培

管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
」（
30
名
：
３
０

０
㌶
）
の
導
入
に
向
け
営
農
セ
ン
タ
ー

職
員
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。（
参
加
者
23
名
）

〇
環
境
保
全
対
策
と
し
て
、
被
覆
コ
ー

ト
肥
料
の
被
膜
殻
流
出
の
課
題
解
決

に
向
け
て
ノ
ン
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
一
発

肥
料
な
ら
び
に
被
覆
コ
ー
ト
低
減
一

発
肥
料
の
実
証
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

ノ
ン
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
肥
料
に
つ
い
て

は
、
成
分
溶
出
な
ど
に
課
題
が
残
り

ま
し
た
。

　
　
効
果
試
験
で
は
、
被
覆
コ
ー
ト
低

減
一
発
肥
料
は
、
コ
ス
ト
面
で
課
題

が
残
る
も
の
の
、
平
均
収
量
（
５
４

０
㌕
／
10
㌃
）
を
上
回
り
ま
し
た
。

〇
高
温
耐
性
品
種
と
し
て
、「
つ
や
き
ら

り
」
の
適
応
性
・
有
効
性
を
判
断
す

る
た
め
、
生
育
・
収
量
・
食
味
の
検

証
を
行
い
ま
し
た
。

・
生
育
に
つ
い
て
、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
に

比
べ
て
、
出
穂
期
（
２
〜
６
日
程
度
）・

成
熟
期
（
２
〜
７
日
程
度
）
と
も
に
早

い
傾
向
で
し
た
。

・
収
量
に
つ
い
て
、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」：
４

６
５
・
６
㌕
／
10
㌃
に
対
し
て
「
つ
や

き
ら
り
」：
５
６
3
・
6
㌕
／
10
㌃
と

な
り
、
10
㌃
当
た
り
98
㌕
（
２１
％
増
）

の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

・
品
質
に
つ
い
て
、
対
照
区
の
「
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
」
は
、
高
温
の
影
響
を
受
け
て
の

白
未
熟
粒
に
よ
る
品
位
の
低
下
が
み

ら
れ
ま
し
た
が
、「
つ
や
き
ら
り
」
に

つ
い
て
は
影
響
が
少
な
く
、
１
等
比

率
が
高
い
結
果
（
93
・
９
％
）
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

・
食
味
に
つ
い
て
、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」「
ア

ケ
ボ
ノ
」「
に
こ
ま
る
」
の
官
能
試
験

（
外
観
・
香
り
・
味
・
粘
り
・
硬
さ
）

を
実
施
し
、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
と
同
等

の
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

②
麦
類
の
高
品
質
生
産
対
策

・
大
麦
の
粗
タ
ン
パ
ク
含
量
が
低
い
生

産
者
に
対
し
て
、
施
肥
指
導
を
行
い

ま
し
た
。

・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
岡
山
に
お
い
て
、

小
麦
の
粗
タ
ン
パ
ク
含
量
が
８
・
５
％

以
下
の
生
産
者
に
対
し
て
個
別
指
導

を
行
う
目
的
で
、「
実
肥
実
施
報
告

書
」
の
提
出
に
よ
り
、
粗
タ
ン
パ
ク
含

量
の
向
上
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

・
令
和
６
年
産
の
「
せ
と
き
ら
ら
」
に
つ

い
て
は
、
生
産
者
５
名
が
面
積
20
・

５
㌶
（
前
年
対
比
１
７
０
％
）
で
栽
培

し
、
収
量
は
約
92
㌧
の
見
込
で
、
取

扱
業
者
２
社
を
通
じ
て
、「
お
か
や
ま

コ
ー
プ
」
の
パ
ン
用
小
麦
と
し
て
の
需

要
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

③
園
芸
品
目
の
生
産
拡
大
と
産
地
の
活

性
化

〇
営
農
振
興
支
援
事
業
を
広
報
誌
に
掲

載
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
営
農
セ
ン

タ
ー
職
員
に
よ
る
声
掛
け
等
に
よ
り

組
合
員
に
周
知
を
図
り
ま
し
た
。

【
新
規
作
付
拡
大
面
積
】

・
営
農
振
興
支
援
事
業
生
産
拡
大
実
績

（
３
月
末
現
在
）

〈
野
菜
〉

　
　
重
点
品
目 

（
キ
ャ
ベ
ツ
・
タ
マ
ネ
ギ
・

夏
秋
な
す
・
白
菜
）　
７
・
９
㌶

　
　
そ
の
他
（
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
カ
ボ

チ
ャ
・
ト
マ
ト
・
ス
イ
カ
・
イ
チ
ゴ
等
）

２
・
４
㌶

〈
果
樹
〉

・
各
産
地
で
開
催
の
栽
培
講
習
会
に
お

い
て
振
興
品
種
へ
の
新
・
改
植
の
推

進
を
図
り
ま
し
た
。

　
　
モ
モ
（
清
水
白
桃
、
お
か
や
ま
夢

白
桃
、白
皇
Ⓡ
）の
新
・
改
植
面
積
４
・

３
㌶
（
う
ち
新
植
面
積
２
・
９
㌶
）

　
　
ブ
ド
ウ
（
ピ
オ
ー
ネ
、
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
、
オ
ー
ロ
ラ
ブ
ラ
ッ
ク
、
紫

苑
）
の
新
・
改
植
面
積
７
・
９
㌶
（
う

ち
新
植
面
積
１
・
３
㌶
）

〈
花
卉
〉

・
現
地
見
学
会
の
開
催
等
に
よ
り
新
規

栽
培
者
４
名
（
施
設
２
名
・
露
地
２

名
）
を
確
保
し
、
16
・
3
㌃
の
面
積

拡
大
（
ブ
プ
レ
ウ
ラ
ム
・
葉
ボ
タ
ン
・

キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
）
を
図
り
ま
し
た
。

〇
新
規
就
農
者
の
確
保
に
向
け
て
関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
定
例
会
議
・

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
面
接
会
・

新
規
就
農
相
談
会
等
へ
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
た
。（
計
25
回
）

・
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
各
種
事
業
に

取
り
組
み
、
新
規
就
農
者
数
は
40
名

（
岡
山
市
32
名
、
瀬
戸
内
市
３
名
、

吉
備
中
央
町
５
名
）
と
な
り
ま
し
た
。

・
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
お
い
て
９

組
・
10
名
の
実
務
研
修
生
を
確
保
し

ま
し
た
。

・
も
も
農
業
塾
（
塾
生
：
10
名
）、
ぶ
ど

う
農
業
塾（
塾
生
：
15
名
）を
実
施
し
、

受
講
終
了
後
、
生
産
部
会
、
直
売
所

会
員
へ
の
加
入
推
進
を
行
い
ま
し
た
。

④
和
牛
繁
殖
経
営
の
安
定

・
関
係
機
関
と
連
携
し
、「
お
か
や
ま
四

ツ
☆
子
牛
育
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
活
用

し
た
飼
養
管
理
技
術
指
導
、
県
の
基

幹
種
雄
牛
を
活
用
し
た
交
配
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
年
間
出
荷
頭
数
２
２

３
頭
の
う
ち
、
32
頭
の
「
お
か
や
ま

四
ツ
☆
子
牛
」
を
市
場
へ
出
荷
し
ま
し

た
。（
出
荷
率
14
％
）

⑤
大
規
模
農
家
の
法
人
化
支
援
と
集
落

営
農
組
織
の
運
営
支
援

・
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
担
い
手
経
営
体
等
に
出
向
き
経

営
管
理
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

（
支
援
件
数
：
58
経
営
体
）

・
営
農
セ
ン
タ
ー
の
税
務
担
当
者
向
け
に

農
家
の
経
営
サ
ポ
ー
ト
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。（
計
４
回
：
延
べ
13
名
参
加
）

農
畜
産
物
販
売
高
１
０
３
億
円
の
確
保

〈
農
産
〉

・
Ｊ
Ａ
岡
山
米
の
安
定
取
引
と
米
価
ア
ッ

プ
を
目
指
し
て
情
報
収
集
を
行
う
と

と
も
に
実
需
者
と
の
結
び
付
き
を
強

化
す
る
た
め
の
商
談
を
行
い
ま
し
た
。

（
計
24
回
）

・
令
和
５
年
産
う
る
ち
玄
米
集
荷
実
績

は
、
２
０
２
，
５
１
３
・
５
俵
（
前
年

対
比
95
％
）
と
な
り
、
消
費
者
直
接

販
売
の
取
引
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し

た
。（
令
和
５
年
産
米
：
３
，
８
０
０
・

５
俵
　
前
年
対
比
１
０
３
％
）

・
Ｊ
Ａ
岡
山
米
の
消
費
拡
大
に
向
け
て
、

食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
特
Ａ
取
得
の
「
き
ぬ

む
す
め
」、「
に
こ
ま
る
」
や
Ｊ
Ａ
岡
山

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の

「
晴
々
ロ
マ
ン
」、「
温
羅
の
舞
」
に
つ

い
て
、
農
産
物
直
売
所
で
の
販
促
資

材
等
を
使
用
し
た
消
費
宣
伝
Ｐ
Ｒ
販

売
を
行
い
ま
し
た
。

・
農
産
物
直
売
所
は
な
や
か
中
央
店
等

に
お
い
て
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
高
い
今
摺

り
米
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。（「
き

む
ぬ
す
め
」、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」、「
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
」
等
）

〈
園
芸
〉

・
主
要
品
目
（
ブ
ド
ウ
・
ナ
シ
・
イ
チ

ゴ
等
の
果
実
類
、
施
設
な
す
・
レ
タ

ス
等
野
菜
類
）
に
つ
い
て
、
需
要
期
に

合
わ
せ
た
安
定
出
荷
販
売
を
行
う
た

め
、
重
点
取
引
市
場
8
社
（
関
東
市

場
3
社
・
関
西
市
場
3
社
・
地
元
市

場
2
社
）
を
設
定
し
、
市
場
と
の
連

携
に
よ
る
安
定
取
引
と
市
場
集
約
に

よ
る
有
利
販
売
に
努
め
ま
し
た
。

　【
重
点
8
社
出
荷
販
売
実
績
】

　
野
菜
：
5
，
7
3
1
㌧
（
出
荷
割
合
：

41
・
7
％
）
1
，
3
4
6
百
万
円
（
販

売
割
合
：
58
・
1
％
）

　
果
実
：
8
6
8
㌧
（
出
荷
割
合
：

59
・
7
％
）
1
，
3
0
5
百
万
円
（
販

売
割
合
：
69
・
6
％
）

・
需
要
期
に
合
わ
せ
て
重
点
市
場
へ
冷

蔵
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
計
画
出
荷

を
行
い
ま
し
た
。（
市
場
出
荷
計
：
３
・

37
㌧
（
前
年
対
比
１
４
０
％
））

・
販
売
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
毎
月
２

回
の
産
地
情
報
な
ら
び
に
市
場
情
勢

を
産
地
、
全
農
事
務
所
、
市
場
、
営

農
セ
ン
タ
ー
園
芸
担
当
者
か
ら
取
り

ま
と
め
、
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
で

有
利
販
売
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

・
園
芸
販
売
担
当
者
会
議
を
開
催
し
、

本
所
と
営
農
セ
ン
タ
ー
と
の
販
売
情

勢
等
の
情
報
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

（
野
菜
７
回
・
果
実
２
回
）

・
施
設
な
す
（
備
南
）
の
期
間
相
対
取

引
に
よ
る
値
決
め
販
売
を
行
い
、
有

利
販
売
に
つ
な
げ
ま
し
た
。（
出
荷
量

５
８
７
㌧
・
全
体
の
34
%
）

・
県
、全
農
と
連
携
し
、イ
チ
ゴ「
晴
苺
」

の
首
都
圏
へ
の
出
荷
量
を
増
や
し
、

販
売
促
進
に
よ
り
Ｊ
Ａ
岡
山
○岡
ブ
ラ

ン
ド
の
認
知
度
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

・
業
務
用
一
次
加
工
品
の
「
清
水
白
桃

シ
ラ
ッ
プ
漬
け
」「
み
か
ん
果
汁
」「
レ

モ
ン
果
汁
」
に
つ
い
て
、
外
部
委
託

製
造
を
行
い
、
県
内
菓
子
メ
ー
カ
ー
、

酒
造
メ
ー
カ
ー
へ
の
販
売
を
計
画
的

に
行
い
ま
し
た
。（
清
水
白
桃
シ
ラ
ッ

プ
漬
け
：
7
・
3
㌧
、
み
か
ん
果
汁
：

3
・
3
㌧
、
レ
モ
ン
果
汁
：
0
・
4
㌧
）

・
新
商
品
「
飲
む
レ
モ
ン
ジ
ュ
レ
」
の
製

造
に
向
け
て
、
加
工
用
原
料
の
安
定

供
給
を
行
い
ま
し
た
。（
レ
モ
ン
果
汁
：

１
５
６
㌕
）

〈
直
売
所
〉

・
広
報
誌
「
ぱ
れ
っ
と
」へ
の
掲
載
等
に
よ

り
、直
売
所
の
出
荷
会
員
な
ら
び
に
委

託
輸
送
会
員
の
募
集
を
行
い
、新
規
出

荷
会
員
で
67
名
増
、委
託
輸
送
会
員
で

18
名
増
と
な
り
ま
し
た
。

・
直
売
所
会
員
向
け
に
イ
ベ
ン
ト
開
催

情
報
や
青
果
物
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン

グ
等
販
売
に
関
わ
る
情
報
を
、
メ
ー

ル
配
信
と
精
算
書
へ
紙
面
を
同
封
す

る
こ
と
で
、
店
舗
の
品
揃
え
の
充
実

に
つ
な
げ
ま
し
た
。

・
広
告
配
信
ア
プ
リ
「
Ｓ
ｈ
ｕ
ｆ
ｏ
ｏ
！

（
シ
ュ
フ
ー
！
）」
を
活
用
し
、
産
直
ま

つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
告
知
な
ど
幅

広
い
年
齢
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行

い
、
集
客
力
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

・
地
産
地
消
に
よ
る
「
地
域
と
の
ふ
れ

あ
い
」、「
地
域
の
活
性
化
」
を
図
る

た
め
Ｊ
Ａ
岡
山
農
産
物
直
売
所
「
産

直
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

・
魅
力
あ
る
直
売
所
の
店
舗
づ
く
り
を

行
う
た
め
、
県
外
Ｊ
Ａ
直
売
所
と
の

店
舗
間
交
流
に
よ
り
柑
橘
類
等
の
特

産
物
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
体
制
の
充
実

・
毎
月
Ｔ
Ａ
Ｃ
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
開
催

し
、
本
所
と
営
農
セ
ン
タ
ー
と
の
営

農
指
導
に
か
か
る
情
報
共
有
と
連
携

を
図
り
ま
し
た
。

・
同
会
議
内
で
訪
問
活
動
内
容
、
担
い

手
情
報
、
各
種
試
験
の
取
り
組
み
結

果
、
課
題
実
践
の
進
捗
状
況
等
の
報

告
を
行
い
、
情
報
共
有
を
図
り
ま
し

た
。（
訪
問
件
数
1
1
，
2
7
3
件 

・

前
年
対
比
1
0
3
％
）

・
全
農
と
連
携
し
、
肥
料
・
農
薬
メ
ー

カ
ー
と
の
同
行
訪
問
（
商
品
紹
介
）
を

行
い
、
担
い
手
農
家
等
へ
の
訪
問
強

化
を
図
り
ま
し
た
。（
3
2
3
件
・

前
年
対
比
1
2
2
％
）

・
Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
の
取
り
組
み
実
践
課

題
（
全
11
課
題
）
の
実
績
報
告
会
を

開
催
し
、
各
営
農
セ
ン
タ
ー
の
課
題

実
践
に
対
す
る
取
り
組
み
内
容
に
つ

い
て
情
報
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

・
営
農
指
導
の
強
化
の
た
め
、
本
所
指

導
課
職
員
（
３
名
）
に
よ
る
営
農
セ
ン

タ
ー
の
新
任
Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
な
ら
び

に
園
芸
担
当
者
と
の
同
行
訪
問
に
よ

り
実
践
的
な
指
導
技
術
の
習
得
に
努

め
ま
し
た
。

・
営
農
セ
ン
タ
ー
の
新
任
職
員
向
け
に

営
農
基
礎
知
識
の
研
修
を
行
い
ま
し

た
。（
計
６
回
：
延
べ
47
名
参
加
）

農
業
体
験
学
習
・
親
子
料
理
教
室
の
開
催

・
食
農
教
育
イ
ベ
ン
ト
「
家
族
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
！
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催
し
ま

し
た
。（
24
名
参
加
：
調
理
体
験
、

野
菜
栽
培
体
験
、
食
農
ク
イ
ズ
等
）

・
女
性
部
と
の
連
携
に
よ
る
「
ち
ゃ
ぐ
り

ん
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
14
会
場
：
５
３
９
名
参
加
：
工
作
、

野
菜
栽
培
、
料
理
等
）

①
組
合
員
健
康
診
断
の
実
施

・
巡
回
人
間
ド
ッ
ク
や
動
脈
硬
化
症
健

診
を
中
心
と
し
た
組
合
員
健
康
診

断
の
実
施
に
当
た
り
、
支
所
等
で
ポ

ス
タ
ー
掲
示
に
よ
っ
て
受
診
者
を
募

り
、
各
地
区
に
お
い
て
健
診
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
組
合
員
の
疾
病
の
早

期
発
見
等
の
健
康
増
進
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。（
29
ヵ
所
：
９
１

８
名
受
診
）

②
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
サ
ロ
ン
・「
み

ん
な
の
お
家
」
の
開
催

・「
Ｊ
Ａ
岡
山
助
け
合
い
の
会
か
が
や
き
」

と
の
連
携
に
よ
り
各
地
域
で
ミ
ニ
デ

イ
・
サ
ロ
ン
等
を
開
催
し
、「
Ｊ
Ａ
健

康
寿
命
１
０
０
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

実
践
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
と
交
流
の
場
を
提
供
す
る
こ

と
で
高
齢
者
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

（
ミ
ニ
デ
イ
：
８
回
　
利
用
者
１
３
０

名
（
協
力
会
員
26
名
）、
サ
ロ
ン
：
92

回
　
利
用
者
：
１
，
１
１
６
名
（
協

力
会
員
２
６
５
名
）、み
ん
な
の
お
家
：

43
回
　
利
用
者
：
４
７
９
名
（
協
力

会
員
１
６
９
名
））

地
域
独
自
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
支
所
ふ

れ
あ
い
旅
行
の
実
施

・
地
域
独
自
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
次
年

度
に
向
け
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
女
性
部
と
の
連
携
に
よ
る
「
ち
ゃ

ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
」
の
開
催
や
支
所
・

営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
の
発
行
な
ど
、

年
間
を
通
じ
て
く
ら
し
の
活
動
の
実

践
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

・
旅
行
需
要
の
回
復
を
受
け
、
年
金
友

の
会
親
睦
旅
行
や
女
性
部
活
動
な
ど

を
中
心
に
企
画
旅
行
を
実
施
し
ま
し

た
。（
34
支
所
：
61
件
）

①
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
活
動
紹

介
や
加
入
促
進

・
地
域
内
交
流
会
を
通
じ
て
、
伝
統
食

の
継
承
と
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て
情

報
を
共
有
し
、
女
性
部
内
の
交
流
を

図
る
こ
と
で
、
女
性
部
の
活
性
化
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
女
性
部
20
支

部
：
２
，
２
４
４
名
（
う
ち
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
５
支
部
：
57
名
）

②
広
報
誌
「
ぱ
れ
っ
と
」
お
よ
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の

活
動
の
紹
介

・
毎
月
編
集
検
討
会
議
を
実
施
し
、
誌

面
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

・「
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
」
に
出
演
い

た
だ
い
た
生
産
者
や
農
産
物
を
使
用

し
た
料
理
の
レ
シ
ピ
動
画
、
女
性
部

支
部
活
動
の
様
子
等
を
91
件
投
稿
し

ま
し
た
。

③
女
性
参
画
に
対
す
る
理
解
促
進
活
動

の
実
施

・「
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い 

in 

岡
山
」

を
開
催
し
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
意
識
の
醸
成
と
定

着
を
図
り
ま
し
た
。

３
．営
農
指
導
体
制
の
充
実

４
．食
農
教
育
活
動
を
通

じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
　

５
．総
合
事
業
を
通
じ
た

生
活
イ
ン
フ
ラ（
生
活

基
盤
）機
能
の
発
揮

６
．支
所
等
を
拠
点
と
し
た

「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
」

の
実
践

７
．正･
准
組
合
員
と
の
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化

ぱれっと　45　ぱれっと　
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農
を担う

環境にいい、安全・安心な米を作り
農業を楽しみたい。
環境にいい、安全・安心な米を作り
農業を楽しみたい。

小橋 久宣さん 吉備地区：米農家

「こばし ひさのぶ」
昭和35年生まれ。妻・長男・次男・長女の５人家族。趣味は、散歩・旅行・愛猫のライくんとミナちゃ
んの相手。座右の銘は「プラス思考でいれば何事もうまくいく」。

Interview [インタビュー]

　
４
月
２５
日
、
吉
備
地
区
の
小
橋
久
宣

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
就
農
し
た
き
っ
か
け
は

　
仕
事
を
し
な
が
ら
休
み
の
日
に
、
農

業
を
す
る
兼
業
農
家
で
し
た
。
耕
作
放

棄
地
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
ヨ
シ
や
木
が
生

え
た
田
ん
ぼ
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
思
い

整
備
を
し
て
稲
を
作
付
け
し
て
い
ま
し

た
。
地
域
が
き
れ
い
に
な
る
の
を
見
る
と

楽
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
農
地
を
借
り
て
作
付
け
面

積
を
増
や
し
て
５６
歳
の
頃
、
耕
作
地
が

５
㌶
に
な
っ
た
時
に
、
仕
事
と
の
両
立
が

難
し
く
な
り
仕
事
を
辞
め
て
専
業
農
家

に
な
り
ま
し
た
。

―
専
業
農
家
に
な
っ
て
か
ら

　　
高
齢
で
離
農
す
る
人
が
多
く
請
負
耕

作
の
依
頼
も
多
く
な
り
、
新
た
に
ト
ラ
ク

タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
等
の
農
機
具
を
購
入

し
て
、
作
業
効
率
を
上
げ
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
新
し
い
機
械
だ
と
気
分
も
上
が

り
ま
す
。

　
今
は
、
２４
㌶
の
農
地
を
管
理
す
る
よ
う

に
な
り
、
今
年
は「
レ
ン
ゲ
朝
日
」「
自
然

栽
培
朝
日
」「
ア
ケ
ボ
ノ
」「
き
ぬ
む
す
め
」

と
黒
大
豆
を
作
付
け
す
る
予
定
で
す
。

―
苦
労
す
る
こ
と

　
吉
備
地
区
は
、
面
積
の
小
さ
な
田
ん

ぼ
が
多
く
、
耕
作
し
て
い
る
農
地
が
点
在

し
て
い
る
た
め
、
作
業
効
率
が
悪
く
管
理

が
大
変
で
す
が
、
今
は
、
次
男
が
手
伝
っ

て
く
れ
る
の
で
と
て
も
助
か
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
繁
期
に
は
、
家
族
全
員
で

協
力
し
て
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

―
楽
し
い
こ
と
・
や
り
が
い

　
レ
ン
ゲ
を
使
っ
た
水
稲
栽
培
や
、
自
然

栽
培（
無
肥
料
・
無
農
薬
）に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
レ
ン
ゲ
は
、
春
に
な
る
と
田

ん
ぼ一面
に
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

自
然
栽
培
で
は
、
ト
ン
ボ
や
ク
モ
な
ど
の

生
物
が
田
ん
ぼ
に
た
く
さ
ん
現
れ
ま
す
。

　
様
々
な
生
き
物
と
、
自
然
が
バ
ラ
ン
ス

を
保
っ
て
関
わ
り
合
う「
生
物
多
様
性
」。

そ
う
いっ
た
環
境
を
見
た
り
、
感
じ
た
り

す
る
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。

―
今
後
の
抱
負
は

　
農
作
業
は
、
大
変
で
苦
労
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
焦
ら
ず
自
分
の
ペ
ー
ス

で
、
い
つ
も
前
向
き
に
考
え
て
、
楽
し
い

気
持
ち
で
で
き
る
農
業
を
め
ざ
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
農
家
や
Ｊ
Ａ
の
職
員

の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
、

耕
作
放
棄
地
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
し
、

環
境
に
い
い
安
全
・
安
心
な
お
い
し
い
お

米
を
作
って
、地
域
の
農
業
・
農
地
を
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
地
を
き
れ
い
に

し
た
か
っ
た

楽
し
む
気
持
ち
が
一
番

愛猫ライくんと レンゲを使って稲を元気に育てる

新車は気持ちいいです

聞
き
手
：
J
A
岡
山
広
報
担
当

ぱれっと　1011　ぱれっと　



資料4 ネリネの生育と植え付け、開花

資料5 球根（休眠期末で芽が動き始め）と鉢への
　　　 植えつけ、ネリネの花

区分

殺菌剤

適用（対象病害虫）

菌核病（1500倍 散布）

薬剤名

トップジンM水和剤

殺虫剤 ハダニ類（1000倍 散布）ダニサラバフロアブル

白絹病（1000～2000倍 株元散布）モンカットフロアブル40

白絹病（500～1000倍 株元灌注）リゾレックス水和剤

資料6 花き類登録のある薬剤の例

資料1 苗作り

資料2 植え付け

資料3 収穫

寒冷紗

たる木（地面から浮かすため）

セルトレイ

畝幅1.35～1.5m

株間
40～45cm

花蕾が大きくなり、
花弁が見えるように
なるまでに収穫する

側花蕾も順次収穫する

側花蕾

頂花蕾

10987654321月 1211

開花

夏植え種の生育
春植え種の生育
日照条件

開花期、切り花
生育期

日あたり 明るい半日陰植え付け時期
休眠期

動き始めた芽

ゴロ土

軽く土を
おさえる

浅く植える

　7
月
に
な
る
と
梅
雨
が
明
け
て
い
よ
い

よ
夏
本
番
に
な
り
ま
す
。
気
温
の
高
い
日

が
続
く
と
思
う
の
で
、
熱
中
症
等
に
な
ら

な
い
よ
う
に
高
温
期
を
避
け
た
朝
夕
に
農

作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
つ
い
て

　原
産
地
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
西
南
部
で
、
キ
ャ

ベ
ツ
と
同
じ
仲
間
で
す
。
ゆ
で
上
げ
る
と

緑
が
鮮
や
か
で
、
弁
当
の
色
ど
り
と
し
て

も
使
い
や
す
い
野
菜
で
す
。
春
ま
き
夏
ま

き
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
夏
ま
き
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

･
播
種
・
育
苗

　購
入
苗
を
植
え
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す

が
播
種
・
育
苗
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
す
。

　品
種
に
よ
り
ま
す
が
播
種
時
期
は
7
月

末
〜
8
月
末
ま
で
が
適
期
と
な
り
ま
す
。

播
種
は
育
苗
ト
レ
イ
の
1
2
8
穴
や
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
の
72
穴
等
を
使
用
し
ま
す
。

培
土
は
「
与
作
」
等
を
使
い
、
ト
レ
イ
に
す

り
切
り
一
杯
入
れ
て
、
軽
く
地
面
に
2
回

程
度
ト
レ
イ
を
叩
い
て
培
土
を
落
ち
着
か

せ
、
灌
水
を
ゆ
っ
く
り
十
分
に
行
い
ま
す

（
底
の
穴
か
ら
ポ
タ
ポ
タ
水
が
落
ち
る
ま

で
）。
1
穴
に
1
粒
種
を
ま
き
、
薄
く
覆
土

を
し
ま
す
。
そ
の
後
軽
く
灌
水
し
、
乾
燥

防
止
に
新
聞
紙
で
覆
い
ま
す
。

　2
〜
3
日
程
度
で
発
芽
す
る
の
で
、
そ

れ
ま
で
は
納
屋
等
の
風
通
し
の
よ
い
日
陰

に
置
き
、
全
体
の
半
分
程
度
芽
が
出
た
ら

新
聞
を
取
り
除
き
ま
す
。
そ
の
後
は
苗
が

高
温
障
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
夕
方
か
曇

り
の
日
に
日
光
が
当
た
る
と
こ
ろ
に
出
し
、

暑
い
時
期
な
の
で
ト
レ
イ
を
直
接
地
面
に

置
か
ず
た
る
木
等
の
上
に
置
き
、
上
は
寒

冷
紗
で
覆
い
ま
す
（
資
料
1
）。
灌
水
は
午

前
中
の
涼
し
い
時
間
帯
に
行
い
、
夕
方
に

は
表
面
が
や
や
乾
く
程
度
に
灌
水
し
ま
す
。

曇
り
や
雨
の
場
合
は
乾
い
た
部
分
だ
け
灌

水
し
ま
し
ょ
う
。

･
畑
の
準
備

　植
え
付
け
の
2
週
間
前
ま
で
に
、
10
平

方
㍍
あ
た
り
堆
肥
約
25
㌔
、
石
灰
1
㌔
、Ｊ

Ａ
岡
山
専
用
有
機
肥
料
等
を
1.
5
㌔
施
用

し
、
耕
し
て
畝
立
て
を
し
ま
す
。
2
条
植

え
な
ら
畝
幅
約
1.
3
5
〜
1.
5
㍍
の
畝
を

用
意
し
ま
す
。

･
植
え
付
け

　播
種
し
た
苗
が
本
葉
3
〜
4
枚
の
こ
ろ

（
播
種
後
約
30
日
）
が
植
え
付
け
適
期
で
す
。

軽
く
苗
を
引
っ
張
る
と
根
鉢
ご
と
抜
け
る
の

を
確
認
し
、
植
え
て
い
き
ま
す
。
株
間
は
約

40
〜
45
㌢
で
植
え
、
定
植
後
に
し
っ
か
り
灌

水
し
ま
す
（
資
料
2
）。
苗
が
活
着
す
る
ま

で
は
定
期
的
に
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

･
追
肥
・
灌
水

　追
肥
は
植
え
付
け
2
〜
3
週
間
後
、
そ
の

3
週
間
後
に
追
肥
を
行
い
ま
す
。
1
回
あ
た

り
Ｊ
Ａ
岡
山
専
用
有
機
肥
料
等
を
10
平
方
㍍

あ
た
り
約
3
0
0
㌘
を
施
用
し
ま
す
。
一
度

目
の
追
肥
時
に
は
除
草
を
兼
ね
て
軽
く
中
耕

し
ま
す
。

　乾
燥
が
長
期
間
続
く
と
花
蕾
が
小
さ
く
な

る
の
で
天
気
を
確
認
し
な
が
ら
灌
水
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

･
収
穫

　花
蕾
が
10
㌢
以
上
に
な
る
と
収
穫
時
期
で

す
。
蕾
が
開
か
な
い
う
ち
に
収
穫
し
ま
す
。

中
生
・
晩
生
品
種
で
は
側
花
蕾
も
収
穫
で
き

る
品
種
も
あ
り
ま
す
。
頂
花
蕾
収
穫
後
に
小

さ
な
側
花
蕾
が
で
き
る
の
で
順
次
収
穫
し
ま

し
ょ
う
（
資
料
3
）。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は

ビ
タ
ミ
ン
C
が

た
っ
ぷ
り
で
す

●
南
ア
フ
リ
カ
原
産
の
ネ
リ
ネ

　秋
か
ら
冬
に
豪
華
で
日
保
ち
の
よ
い
花

を
咲
か
せ
る
南
ア
フ
リ
カ
原
産
の
ネ
リ
ネ
、

大
ま
か
に
春
植
え
種
と
夏
植
え
種
に
分
か

れ
ま
す
。
代
表
的
な
夏
植
え
種
の
サ
ル
ニ

エ
ン
シ
ス
系
の
品
種
は
つ
や
や
か
な
花
弁

か
ら
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
リ
リ
ー
」
と
も
呼
ば

れ
ま
す
。

　同
じ
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
の
リ
コ
リ
ス
と
似

て
い
ま
す
が
、
自
生
地
の
環
境
の
違
い
か

ら
栽
培
環
境
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　植
え
付
け
後
に
葉
を
伸
ば
し
、
花
を
咲

か
せ
た
後
、
冬
に
は
葉
が
枯
れ
て
休
眠
す

る
ネ
リ
ネ
は
、
休
眠
中
の
春
が
植
え
付
け

時
期
に
な
り
ま
す
か
ら
春
植
え
種
で
す
。

　夏
植
え
種
は
、
高
温
の
夏
が
休
眠
期
で

葉
が
枯
れ
、
動
き
出
す
前
の
８
月
下
旬
ご

ろ
か
ら
定
植
し
ま
す
。
そ
の
後
花
茎
を
伸

ば
し
て
開
花
、
葉
が
伸
び
て
越
冬
、
気
温

が
上
昇
す
る
５
月
ご
ろ
に
葉
が
枯
れ
ま
す
。

　花
言
葉
は
「
輝
き
」「
華
や
か
」「
幸
せ
な
思

い
出
」
な
ど
で
す
。

●
生
育
特
性
な
ど
（
夏
植
え
種
を
中
心
に
特

性
や
栽
培
を
解
説
し
ま
す
。）

　ど
の
品
種
も
過
湿
を
嫌
い
、
中
性
か
ら
弱

ア
ル
カ
リ
性
の
排
水
の
よ
い
土
壌
を
好
む
こ

と
、
耐
寒
性
が
あ
ま
り
強
く
な
い
こ
と
（
特

に
夏
植
え
種
は
よ
り
弱
い
）
な
ど
か
ら
、
日

本
の
気
象
で
地
植
え
は
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
肥
料
も
あ
ま
り
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

　鉢
植
え
に
す
れ
ば
、
秋
〜
冬
、
春
は
日

光
に
よ
く
あ
て
、
梅
雨
明
け
後
の
盛
夏
期

は
明
る
い
半
日
陰
へ
と
移
動
も
簡
単
で
す
。

営
利
生
産
で
は
排
水
の
よ
い
ハ
ウ
ス
栽
培

で
、
土
壌
水
分
や
日
照
、
温
度
を
時
期
に

応
じ
て
調
整
し
ま
す
。

　多
様
な
品
種
が
あ
っ
て
、
開
花
期
も
色
々

な
の
で
、
た
く
さ
ん
集
め
る
と
長
い
期
間

花
を
楽
し
め
ま
す
。
図
で
は
秋
か
ら
初
冬

開
花
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
品
種
や
環
境

に
よ
っ
て
は
も
っ
と
遅
く
開
花
す
る
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
（
資
料
4
）。

●
栽
培

・
植
え
付
け
準
備
と
植
え
付
け
（
鉢
植
え
）

　夏
植
え
種
の
植
え
付
け
時
期
は
休
眠
が

終
わ
る
8
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
に
な
り
ま
す
。

（
春
植
え
種
は
3
〜
5
月
）

　用
土
は
通
気
性
・
排
水
性
が
よ
い
こ
と

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
小

粒
赤
玉
土
に
腐
葉
土
を
2
〜
3

割
混
ぜ
た
も
の
に
酸
度
調
整
の

た
め
苦
土
石
灰
な
ど
を
少
量
よ

く
攪
拌
し
て
1
〜
2
週
間
な
じ

ま
せ
た
も
の
等
を
使
い
ま
す
。

有
機
質
を
混
ぜ
て
水
保
ち
が
よ

く
な
り
す
ぎ
る
と
腐
り
や
す
い

の
で
、
赤
玉
土
だ
け
で
の
栽
培

を
勧
め
る
資
料
も
あ
る
く
ら
い

で
す
。

　鉢
は
深
い
も
の
は
使
わ
ず
、
9
㌢

鉢
に
1
球
、
15
㌢
鉢
に
3
球
ほ
ど

の
植
え
付
け
に
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
深
か
っ
た
り
、
球
根
の
数

に
対
し
て
土
が
多
い
と
土
が
乾

き
に
く
く
な
り
、
過
湿
に
よ
る

腐
れ
が
出
や
す
い
か
ら
で
す
。

　鉢
の
底
に
は
排
水
の
た
め
ゴ

ロ
土
を
い
れ
、
用
土
を
入
れ
、

植
え
付
け
の
前
日
に
土
に
水
や

り
し
て
余
分
な
水
を
切
っ
て
お

き
ま
す
。
そ
こ
に
、
球
根
が
半

分
か
ら
2
／
3
く
ら
い
土
か
ら
出
る
よ
う
に

置
き
ま
す
。 

　球
根
が
ひ
っ
く
り
返
ら
な
い
よ
う
に
周
囲

を
軽
く
押
さ
え
て
お
き
ま
す
（
資
料
5
）。

　こ
の
後
は
水
や
り
し
ま
せ
ん
。

　そ
し
て
2
週
間
く
ら
い
そ
の
ま
ま
で
涼
し

い
直
射
光
が
あ
た
ら
な
い
と
こ
ろ
に
置
い

て
、
そ
の
後
土
が
乾
い
た
ら
、
球
根
を
濡
ら

さ
な
い
よ
う
に
軽
く
水
を
や
り
ま
す
。

・
そ
の
後
の
管
理

　や
が
て
涼
し
く
な
る
と
と
も
に
、
土
が

乾
い
た
ら
晴
れ
た
日
の
午
前
中
に
、
少
量

灌
水
し
て
根
の
伸
び
を
促
し
ま
す
。

　蕾
が
出
始
め
た
ら
丈
夫
に
育
つ
よ
う
に
、

日
あ
た
り
の
よ
い
と
こ
ろ
に
移
動
し
、
茎
の

伸
長
と
と
も
に
徐
々
に
水
を
増
や
し
ま
す
。

　花
が
2
〜
3
輪
咲
い
て
か
ら
は
、
日
あ

た
り
の
時
間
を
半
日
く
ら
い
に
し
た
方
が

花
の
日
保
ち
が
よ
く
な
り
ま
す
。

　寒
く
な
る
こ
ろ
に
は
日
あ
た
り
の
よ
い

屋
内
に
取
り
込
ん
で
寒
害
を
避
け
ま
す
。

　冬
休
眠
す
る
春
植
え
種
は
、
暖
か
い
と

こ
ろ
な
ら
軒
下
で
も
冬
越
し
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
休
眠
期
で
す
か
ら
乾
き
切

ら
な
い
程
度
の
水
や
り
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
肥
料

　や
せ
地
の
植
物
で
す
か
ら
あ
ま
り
要
り
ま

せ
ん
。
元
肥
な
し
で
、
生
育
期
に
薄
い
液
肥

を
月
2
回
程
度
施
用
す
る
く
ら
い
で
す
。

･
植
え
替
え

　3
〜
4
年
後
、
球
根
が
鉢
い
っ
ぱ
い
く
ら

い
に
な
っ
た
ら
分
球
、
植
え
替
え
で
す
。

・
病
害
虫
（
資
料
6
登
録
農
薬
）

　ほ
と
ん
ど
心
配
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ハ
ダ
ニ
や

過
湿
で
発
生
す
る
病
気
が
稀
に
あ
り
ま
す
。
病

害
は
水
を
控
え
、
発
生
し
た
ら
早
期
廃
棄
す
る

方
が
防
除
よ
り
有
効
で
す
。

野 
菜 
（
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
）

花 

き 

（
ネ
リ
ネ
）

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
営農部指導課
Tel.086（225）3224

2024.7

営農部指導課
中川 雄一

営農部指導課
祇園 将人

輝
く
花
弁

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

リ
リ
ー
」
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JA岡山からのお知らせ

JA OKAYAMA

は摘果

外成りで
果形がよく、
枝はやや
垂れぎみな果実

すそや内成果は
酸味が強く着色不良

果皮が粗い。
腰高な果実は、
味が悪く浮皮に
なりやすい

果梗が太く天を向いた果実

再伸長した、
副梢を切り返す

新梢の先端は
摘心節から3～5節
程度の硬くなった
節位で切り返す

新梢の先端から1本の副梢を伸ばした場合

資料7 果粒軟化直前の枝葉管理例

資料8 温州ミカンの荒摘果

　今
月
の
主
な
作
業
は
ブ
ド
ウ
の
袋
掛
け
、

モ
モ
の
収
穫
、
柿
の
最
終
摘
果
、
ミ
カ
ン
の

摘
果
・
追
肥
の
施
用
、
梅
へ
の
礼
肥
施
用
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
梅
雨
が
明
け
る
と
夏
季
の

高
温
乾
燥
期
に
入
り
ま
す
。
急
激
な
天
候
の

変
化
で
果
実
品
質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す

の
で
天
気
予
報
な
ど
気
象
情
報
に
気
を
配

り
、
敷
き
わ
ら
・
敷
草
な
ど
マ
ル
チ
ン
グ
の

実
施
、
ま
た
晴
天
日
が
続
く
場
合
は
、
灌
水

を
行
う
な
ど
環
境
の
変
化
を
軽
減
す
る
よ
う

な
工
夫
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
ブ
ド
ウ
の
管
理

・
結
果
量
調
節
と
枝
管
理
に
つ
い
て

　簡
易
被
覆
栽
培
（
ト
ン
ネ
ル
栽
培
）
の
ピ

オ
ー
ネ
は
今
月
中
旬
か
ら
果
粒
軟
化
期
（
果

粒
を
つ
ま
ん
で
み
る
と
柔
ら
か
く
な
る
時

期
）
を
迎
え
、
着
色
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の

時
期
か
ら
果
粒
へ
急
速
に
糖
分
が
蓄
積
さ
れ

ま
す
が
、
枝
の
本
数
や
樹
勢
に
対
し
て
着
果

量
が
多
す
ぎ
る
と
糖
度
が
上
が
ら
な
い
こ
と

や
着
色
が
進
ま
な
い
な
ど
悪
影
響
が
出
て
き

ま
す
。

　果
粒
軟
化
期
ま
で
に
５
本
の
新
梢
に
３
房

程
度
の
着
果
量
と
な
る
よ
う
房
形
の
悪
い
も

の
や
新
梢
が
細
い
も
の
を
中
心
に
摘
房
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
若
芽
の
摘
心
が
で
き
て
い
な

い
場
合
は
、
副
梢
や
新
梢
の
先
端
を
切
除
し

ま
す
（
資
料
7
）。
袋
掛
け
直
前
に
病
害
虫

防
除
の
薬
剤
散
布
を
し
て
、
乾
い
た
ら
速

や
か
に
袋
掛
け
を
行
い
ま
す
。
農
薬
散
布

は
房
に
か
け
過
ぎ
る
と
果
粉
の
溶
脱
や
房

汚
れ
の
原
因
に
な
る
の
で
、
細
霧
噴
口
で

房
に
は
軽
く
、
枝
葉
を
中
心
に
薬
剤
散
布

を
行
い
ま
す
。
袋
掛
け
か
ら
収
穫
ま
で
の

間
は
果
実
の
成
熟
が
進
む
に
つ
れ
て
鳥
獣

害
や
カ
メ
ム
シ
類
の
食
害
が
発
生
し
ま
す
。

　実
際
に
被
害
が
出
る
前
に
防
鳥
ネ
ッ
ト

の
設
置
や
テ
グ
ス
糸
を
張
る
な
ど
の
対
策

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
土
壌
水
分
が
極
端
に
変
化
す
る

と
裂
果
の
原
因
に
な
る
の
で
、
灌
水
は
天

気
を
見
な
が
ら
、
少
量
を
こ
ま
め
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

　果
粒
軟
化
後
、
枝
の
登
熟
（
充
実
が
良
け

れ
ば
枝
の
色
が
緑
色
か
ら
茶
色
へ
変
色
す

る
。
登
熟
不
良
の
サ
イ
ン
＝
着
果
過
多
に

な
る
と
枝
の
緑
色
が
残
る
）
が
悪
い
も
の
は

着
果
過
多
と
な
り
成
熟
が
遅
れ
ま
す
。

●
カ
ン
キ
ツ
類
の
摘
果

　昨
年
、
着
果
過
多
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で

は
、
今
年
の
着
果
は
悪
い
と
思
い
ま
す
。

ふ
つ
う
は
７
月
上
旬
に
生
理
落
果
が
終

わ
っ
た
後
か
ら
８
月
上
旬
ま
で
に
荒
摘
果
、

８
月
中
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
仕
上
げ
摘
果
、

９
月
中
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
樹
上
選
果
合

わ
せ
て
３
回
摘
果
作
業
を
行
い
ま
す
。

　荒
摘
果
で
は
、
傷
果
や
小
玉
果
、
変
形

果
を
摘
果
し
、
地
際
の
す
そ
成
果
や
樹
の

内
側
の
方
に
着
果
し
て
い
る
内
成
果
も
糖

度
が
上
が
り
に
く
く
酸
が
抜
け
に
く
い
の

で
、
摘
果
し
ま
し
ょ
う
（
資
料
8
）。

　病
害
虫
防
除
で
は
、
ハ
ダ
ニ
類
・
サ
ビ

ダ
ニ
類
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
、
黒
点
病
を

予
防
し
ま
す
。
果
実
の
着
色
開
始
ご
ろ
に

果
皮
が
黒
く
な
る
の
は
、
サ
ビ
ダ
ニ
の
被

害
で
す
（
爪
で
擦
っ
て
も
剥
が
れ
な
い
）。

ミ
カ
ン
に
は
ハ
ダ
ニ
類
と
サ
ビ
ダ
ニ
が
両

方
発
生
し
ま
す
の
で
、
両
方
に
効
く
農
薬

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

は
排
泄
物
に
黒
色
の
ス
ス
が
付
着
す
る
の

で
果
実
を
爪
で
擦
る
と
黒
色
の
ス
ス
が
剥

が
れ
ま
す
。

営農部指導課
武田 祐一

●
モ
モ
の
収
穫

　極
早
生
品
種
の
は
な
よ
め
は
６
月
上
旬

ご
ろ
、
早
生
品
種
は
６
月
下
旬
ご
ろ
か
ら

順
次
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
モ
モ
の
成
熟

は
、
日
あ
た
り
の
良
好
な
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
る
の
で
、
上
の
方
か
ら
樹
冠
内
部
に
か

け
て
順
次
収
穫
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

個
々
の
果
実
の
収
穫
適
期
幅
は
１
〜
２
日

程
度
し
か
な
い
の
で
、
毎
日
若
し
く
は
１

日
お
き
に
収
穫
す
る
の
が
望
ま
し
い
で
す
。

収
穫
は
果
実
温
度
の
低
い
早
朝
（
９
時
ご
ろ

ま
で
）
に
収
穫
を
行
い
ま
す
。
収
穫
は
果
皮

色
の
緑
色
が
ほ
と
ん
ど
抜
け
て
淡
黄
色
、

淡
緑
色
と
な
っ
た
こ
ろ
で
過
熟
軟
化
し
て

い
な
い
時
期
を
狙
っ
て
収
穫
し
ま
す
。
市

場
や
贈
答
用
で
収
穫
す
る
場
合
は
熟
れ
ご

ろ
よ
り
２
〜
３
日
程
度
早
め
に
収
穫
し
ま

す
。
収
穫
後
は
、
持
ち
帰
っ
た
果
実
を
風

通
し
の
よ
い
涼
し
い
日
陰
で
速
や
か
に
出

荷
調
整
し
ま
す
。

環
境
の
変
化
を

軽
減
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

※写真はイメージです

お知らせ

2024年7月号チラシ掲載商品
・春植え馬鈴薯
・除草剤・殺虫剤
・フマキラー商品
・今月のおすすめ
　暑さ対策他
・シロアリ防除・ハチの駆除
　調査・見積

　購買品注文取りまとめについてのチラシを広報誌
「ぱれっと」の中に折り込んでおりますのでご利用
ください。

株式会社JA岡山 農機車輌事業部からのお知らせ

夏の合同展示会 開催時間　初  日  9：00～16：00　
　　　　　 2日目  9：00～15：00

7月12日(金)・13日(土)   
　オートパル足守農機センター
　【場所：オートパル足守にて】

　オートパル瀬戸内・瀬戸内農機センター
　【場所：オートパル瀬戸内にて】

7月19日(金)・20日(土)
　オートパル西大寺・西大寺農機センター
　【場所：オートパル西大寺にて】

7月26日(金)・27日(土)
　オートパル御津農機センター
　岡山北ＬＰガスセンター
　【場所：オートパル御津にて】

8月2日(金)・3日(土)
　オートパル加茂川農機センター
　岡山北ＬＰガスセンター加茂川駐在所
　【場所：オートパル加茂川にて】
8月 23日(金)・24日(土)
　興除農機センター・オートパル備南興除駐在所
　【場所：興除支所敷地内にて】
8月29日(木)・30日(金)
　興除農機センター吉備駐在所
　岡山中央ＬＰガスセンター　生活事業部（やすらぎ)
　【場所：興除農機センター吉備駐在所にて】　

株式会社JA岡山 生活事業部からのお知らせ

お葬式の疑問「事前相談」で解消しませんか？
相談無料、まずはお気軽にお電話ください。

やすらぎ東会館　岡山市東区西大寺中野377-6　TEL（086）944-2800
　ホームページにはご葬儀や各種イベントに関する情報を多彩に
掲載しております。また、ホームページからの資料請求も受け
付けております。
　皆さまのアクセスをお待ちしております！
【URL】https://sougi.ja-okayama.or.jp/（JA公式サイトからもアクセス可能です。）

墓石、仏壇・仏具、
ギフトのご用命もJAへ！
生活事業部
TEL（086）944-0048

「税務相談会」のご案内

■受付時間…10：00～15：30
■相談時間…お一人さま約30分（1回）
■相談費用…お一人さま1,000円（1回）
　　　　　　ただし、 JA岡山青色申告会の会員の方は無料
■申込期日…開催日の5日前まで
■申込方法…各支所で相談依頼書にてお申し込みください
■問い合わせ…各支所まで
■開催日程…7月25日（木）藤田支所
　　　　　　 26日（金）長船支所

　相続や贈与、所得に関することなど、暮らし
の中のさまざまな税金について、専門の税理士
が相談にお答えします。

果 

樹 

（
ブ
ド
ウ
・
カ
ン
キ
ツ
類
・
モ
モ
）

ぱれっと　142024.715　ぱれっと　



オ ン ラ イ ン

かやは な
オンラインショップ

JA岡山JA岡山
各種媒体で情報発信

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

　今回のあぐろグラムでは、農産物直売所「はなやか一宮

店」を紹介いたします。「はなやか一宮店」はICから車で５分

の位置にありとても交通の便が良い立地です。店内に入る

と、明るく優しい従業員が出迎えてくれます。

　「はなやか一宮店」は選果場が近くにあるため、産地直送

で新鮮なモモが手に入り、県内外から買い求めに来られま

す。早生品種から晩生品種まで１０種類以上のモモが、移り

変わりながら店頭に並びます。そのほかにも地区の生産者が丹精込めて育てた野菜や花、加工品なども多数

取り揃えてあります。この機会にぜひ皆さまも「はなやか一宮店」にお立ち寄りください。

編集担当　辻内　咲絢

産地直送で
モモが購入できる

●A
牛ひき肉 …………………………150g
たまねぎ（みじん切り） …………… 80g
卵 ……………………………………1コ
酒 ……………………………大さじ1/2
かたくり粉……………………大さじ1/2
しょうゆ ……………………小さじ1/2
塩 ……………………………小さじ1/4
こしょう ………………………… 少々

ズッキーニ………………………………1本
ナス………………………………………1本
オリーブ油 …………………………小さじ2
●B
水 ……………………………… 100ml
トマトの水煮（缶詰・トマトはつぶす）　　　
　　　 ……………………………1/2缶
赤とうがらし（半分にちぎり種を除く）　　　
　　　　 ………………………… 1～2本

牛乳 ……………………………… 180ml
塩 ………………………………小さじ1/2
こしょう……………………………… 少々

●ポーチドエッグ
卵 ……………………………………2コ
酢 ………………………………… 適宜

パセリ（みじん切り） ………………… 適量

材料（2人分）

作り方

①ボウルにAを入れてよく混ぜ、10等分して丸める。

②ズッキーニとナスは7～8mm厚さの半月形に切る。

③フライパンにオリーブ油小さじ1を熱し、②を入れて塩、こしょうし、軽く炒め
たら取り出す。

④同じフライパンにオリーブ油小さじ1を足し、①を入れて転がしながら表面に
焼き色がつくまで焼く。Bを加えて2～3分間煮る。

⑤③を戻し入れ、牛乳を加えて煮立てないようにして温め、塩、こしょう（分量
外）で味を調える。

⑥ポーチドエッグを作る。鍋にたっぷりの湯を沸かして酢を入れ（湯1ℓに酢大
さじ1が目安）、卵を割り入れる。ゆるやかに沸騰している状態の火加減でア
クをすくいながら3～4分間ゆで、冷水にとって形を整える。

⑦器に盛り、パセリをふって⑥を添える。 出典 ●Jミルクウェブサイト「ミルクレシピ」

農を担う
米農家　小橋　久宣 さん
吉備地区………10ページ

農を担う
米農家　小橋　久宣 さん
吉備地区………10ページ

農を担う
米農家　小橋　久宣 さん
吉備地区………10ページ
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JA岡山  広報誌

今月の折り込み　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか2024年7月号カタログショッピングチラシ

JA岡山中期計画の取り組み

肉だんごのミルクスープ
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地域によろこびの
種をまく

JA岡山は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。




